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ブレンディッド・ラーニングによる英語学習意欲について

―ビデオプロジェクトを通して―

中津川 雅 宣

平 田 祐 基

Abstract

ThispaperexamineshowBlended-Learningapproach―implementingbothface-to-faceactivitiesand
onlinelearning,especiallyfocusingonvideo-makingprojects―mayinfluenceontheincreasinguseof
Englishanddevelopingtheircriticalviewsonlocalcommunity.Thisresearchincludes30fresh-year
studentswhoexperiencedvideomakingonthelocalcommunityofHokkaido,Otaru,asthefinalproject
ofEnglishclass.Thispaperexplainstheprocedureoftheprojectandhowthestudentsmadeuseofin
andout-of-schoolresources.ByanalyzingthediscussionlogsonLearningManagementSystemand
feedbackfrom thestudents,thisresearchseekstoevaluatetheproject,raisesquestionsonthe
affordancesandconstraintsofthevideo-makingprocess,andexploreshowteachersmightapproach
suchmultimodallearningstyle.

Ⅰ.はじめに

経済的、政治的、文化的なグローバル化が加速し、生まれながらにしてパソコンやスマート

フォンが当たり前の世代、いわゆる「デジタルネイティブ世代」が増える中、語学教育の方法も

多様になってきた。従来型のパソコンを使ったelearningに加え、対面授業とオンライン授業を掛
け合わせた教育手法としてBlendedLearning(以下、BL)の開発が進んでいる。本学でも、2010年
から2013年まで続いたTOEIC対策用のelearning教材独自開発プロジェクトを発展させるために、
海外との双方向通信による授業や、デジタルコンテンツを使用した授業などBLの要素を取り入

れた授業法を開発している。今回は、その一例として、授業の中で小樽の魅力を英語で紹介する

ビデオを作り、英語でローカルな地域をグローバル社会へ紹介する授業を行った。本稿では、そ

の実践を報告するほか、学生たちのディスカッションやフィードバックを基に、BLアプローチを

導入した本プロジェクトの評価を報告するとともに、今後のBLのあり方について提言するもの

とする。

II.ブレンディッド・ラーニングの定義と多様性

BLとは、オンライン授業と対面授業環境それぞれの利便性の高い側面を統合した授業アプ

ローチであると定義することができ、（Garrison&Vaughan,2008;Tselios,etal.,2011）その
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定義の曖昧さ故に様々なタイプの授業形態がこれに含まれる。大別しても、対面授業内でオンラ

インメディアを使用するもの、及び対面授業とオンライン授業を組み合わせるものに分ける事が

できる（MacDonald,2008）。本稿で展開する論議は、以上両方の定義を含むものとする。

いずれのタイプの授業においても、学習管理システム（LearningManagementSystem:

LMS）の導入によって、BLを促進する効果が期待できる。LMSとはインターネット上の仮想教室

やプラットフォームのようなもので、Kabassietal.（2016）は、全てのLMSが持つ特徴的機能

として以下の３点を挙げている：

（１）同期型コミュニケーションおよび非同期型コミュニケーション機能；

（２）コンテンツの開発と配布機能；

（３）形成的評価および総括的評価機能

（Kabassietal.,2016,p.3）

このように、それぞれの授業が学生の多様な学習スタイルや生活スタイルに応じた組み合わせ

を計画する事ができるというのがBLの利点の一つである（Waha&Davis,2014,p.172）。しか

し一方で、この定義には危険もあり、単に「ブレンディッド」というラベルのみに踊らされ、テ

クノロジーを取り込みさえすればいいという形式主義に陥ってしまう可能性がある。そこで、以

下ではBLが「探求のコミュニティ」を実現することで、高等教育レベルの授業展開にもたらす効

果を説明する。

探求のコミュニティ（CommunityofPractice:CoI）とは単なる問題に対する解決策の暗記と

は対照的であり、問題解決のために自ら調査を行うアクティブなコミュニティを指す（Garrison

andVaughan,2008,p.14）。CoIは社会プレゼンス、認知プレゼンス、そして教育プレゼンスの

三要素により構成され、それぞれが高等教育レベルの学習において重要な条件としている。社会

プレゼンスは他者との共同作業等を通じて実現され、学生がオープンに自分の意見を述べられる

雰囲気作りや全体の議論を活性化させる効果がある。認知プレゼンスとは、経験から学習し内省

や概念化を通じて次なる経験への行動を起こさせるような循環的認知活動を指し、批判的思考や

分析、関連情報の結合など学習活動の根幹に係る要素である。教育プレゼンスは以上二つのプレ

ゼンスを融合するための授業デザインと、オンライン・オフライン両方を含む教室内での促進を

意味する。

BLのアプローチは、これらCoIの実現に寄与することができる。GarrisonandVaughan

（2008,p.28）によれば、対面型授業では学生同士が直接顔を合わせてディスカッションしたり、

オープンに議論できる環境（i.e.社会プレゼンス）を整える事ができる。一方オンライン環境で

は、学生は発言の前に内容を考え精査する時間を確保できるため、より慎重に考察された意見や

発言前の批判的思考の機会（i.e.認知プレゼンス）を得る事ができる。またGarrisonand

Vaughan（2008）は明言していないが、BLはLMSの導入により、教育プレゼンスを促進するこ

ともできるだろう。通常の対面型授業では、教員が学生の自主的活動まで観察対象とするのは容

易ではなく、学生主体になればなるほど教育プレゼンスを発揮するのは難しくなる。しかし、

LMS上では、学生の自主的な探究活動の観察や、教員が助言やコメントを書き込むことも出来る

ので、学生の主体的活動を促進することが可能になるのだ。

このようにBLは単なるICT技術の導入のみではなく、探求のコミュニティの実現を通じる事で
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実質的な学習効果を発揮し得るのである。英語教育における探求のコミュニティ実現の課題とし

て、本研究では学生のファイナルプロジェクトに動画制作課題を取り入れた。

動画制作課題が語学学習に与える効果は、研究数は限られているものの、多方面から研究され

ている。Toohey,etal（2012）は動画を新たなマルチモダル・リテラシーと捉え、英語による

動画制作活動がカナダ、インド、メキシコにおける少数言語話者の児童に与える学習効果を明ら

かにした。また、Gromik（2006）は、英語動画制作課題に取り組む日本語母語話者の大学生の

言語的やり取りを観察し、撮影・編集過程が目標言語に対する内省を促進する効果があると示唆

している。

しかし、動画制作課題が高等教育レベルのBL授業において発揮し得る効果および制限につい

ては未だ言及されていない。本稿ではLMS上のやり取りと学生によるフィードバックをCoIの枠

組みに沿って分析し、その結果をもとにBL授業における動画制作課題の効果を検証する事で今

後のブレンディッド・ラーニングのあり方について提言する。

III.データ

本研究では、2016年度1年次配当科目である、英語IBの履修者(N=30)を対象に調査を行った。

英語によるプレゼンテーションの基礎を学ぶこの授業では、一方的な講義形式ではなく、学習者

同士のペアワークやグループワークを含んだ双方向型の授業形態をとり、学習者がインターラク

ションを多く行えるようにした。その学習成果をアウトプットするファイナルプロジェクトとし

て、学生たちはグループに分かれ、小樽を紹介する動画を作成した。ビデオ作成に関するディス

カッションを授業時間外に行えるよう、また担当教員も学生たちの活動を観察できるように、学

習管理システム(LMS)を使用した。

学生は動画制作技術に関する指導はBLスタッフから受ける一方で、発表当日は制作された動

画の発表に加え、その動画の目的と補足情報をプレゼンテーションした。教員は「自分が今まで

気にしていなかった小樽というローカルな場所」という大きなファイナルプロジェクトテーマを

与えたが、そこからそれぞれのグループが生み出したテーマが独創的なものであったことが、以

下のタイトルからもわかる。(表-1)

(表1:各グループの動画テーマ)

テーマグループ

瞬間移動で見る小樽の街1

小樽の観光客に聞いてみた2

小樽の４大名所を紹介3

“O”“T”“A”“R”“U”で周る小樽の街4

穴場をめぐる小樽観光5

留学生ジョナサンが見る小樽の大学6

南小樽エリアを紹介7

Title:本文.ec9 Page:37 Date: 2017/02/24 Fri 17:22:37



－36－

今回のプロジェクトではmanaba1というLMSを使用し、課題の提出や出席管理をはじめ、ディ

カッションやファイル交換にはこのシステム上のプロジェクト機能を使用した。次章では、その

プロジェクト内で行われた学生同士の談話に出現したプレゼンスを記述することで、どのような

BL型学習が実現されたのかを評価する。また学生から得た授業アンケートの回答を分析し、ビ

デオ制作を課題とするBL授業の有用性について考察する。

IV.ビデオ作成を通したグループワークによるプレゼンスと学生の感想

学生たちのグループワークの会話を分析する前に、もう一度CoIにおける3つのプレゼンスにつ

いて振り返りたい。社会プレゼンスには他者と共同し、自分の意見や全体の議論を活性化させる

効果がある。具体的には、挨拶、呼びかけ、グループとしての結束性に寄与し、インターラクショ

ンを促進している発話が挙げられる。認知プレゼンスとは、内省や概念化を通じて次への行動を

起こさせるような循環的認知活動を指し、批判的思考や分析、情報交流など学習活動の根幹に係

る要素である。教育プレゼンスは以上二つのプレゼンスを融合するもので、最終的な課題の解決

などがここに含まれる。ここでは、LMS上での学生間や教員との話し合いをCoIの枠組みに当て

はめて分析する。

4.1.社会的プレゼンス

学生たちはLMS上でもグループに分けられているが、そのグループメンバー全体を指したwe

を多用していることがまず見て取れる。また積極的に質問や意見を投げかける事で、ディスカッ

ションを発展させようとしているのが観察できる。このことから、学生たちは教室内でのグルー

プワーク時と同様に、教室外においても、英語を使用しながらグループ参加者全体を巻き込んだ

議論をし、一定の社会的プレゼンスが実現されていることが確認できる。LMS上でも、対面授業

同様にグループへの帰属を意識しながら、グループワークに取り組んでいることが会話のやり取

りからも分かるであろう。

図1:社会的プレゼンスの例
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4.2.認知的プレゼンス

次に認知的プレゼンスについて見ていきたい。学生たちが、授業での学習内容の再確認やファ

イナルプロジェクトに向けての疑問点等について議論を展開させながら、新たなアイディアを発

展させているのがうかがえる。図２にある通り、プロジェクトがスムーズに進むよう、話し合い

がなされていることがわかる。LMS上でのグループディスカッションは、相互作用的な発見の場

として機能しており、その後の対面授業での話し合いと組み合わされることで更に深い発見の助

けとなっていることであろう。前述の通り教室外の時間に自分自身の考えをまとめ、その場で他

の参加者と共有できる点において、LMS上の教室外活動はその後の対面授業へのスムーズな導入

と予復習の場として大きな役割を果たしていると言える。このような認知的プレゼンスの実現例

が本研究データから確認することができた。

図2:認知的プレゼンスの例

4.3.教育的プレゼンス

教育的プレゼンスについては、教員の介入がディスカッションを妨げる可能性を懸念したため、

LMS上の談話内には特出したデータは見受けられなかった。学生同士で議論の内容をまとめら

れるよう、プロジェクトの進行が円滑に進むような情報のみに指示をとどめていたが、結果とし

て学生たちからそのようなものは出てこなかった。こうした教育的プレゼンスの不足は、今後の

課題の一つとなるであろう。

図3:教育的プレゼンスの例
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次に、授業アンケートの分析結果

を提示する。下記の通り、９割程度

の学生がファイナルプロジェクトが

自分の学習のためになったと答えて

いる。(図１)その理由として、「グ

ループの全員で協力しながら不慣れ

な英語で1つのものをつくる作業は、

協調性を養うことができると共に、

英語の力もつけることができるか

ら。」(1年女子学生)や、「自分たちで

取り組んできたものを他人にわかり

やすく、目に見える形で示すのは難

しいことであるが、伝えることがで

きたら、とても楽しいことであるから。」(1年男子学生)などという意見が挙げられた。

前者の学生が述べている通り、１人では解決困難な課題をグループ内の協力をして成し遂げる

ことには達成感があるようだ。それに加えて、このようなグループ内での共同作業を通じてプロ

ジェクトを遂行する経験は、将来学生たちが社会において課題解決に取り組む際にも役立つであ

ろう。またこの男子学生が言う通り、プロジェクトを通して自分の考えを相手に伝えるというこ

との困難さを理解したことであろうし、それによって伝える事の大切さも生まれ来るのであろう。

現に、授業全体についても「グループワークが多くて、英語で話す機会が多くてよかった。」(1年

女子学生)と述べられていることから、本授業全体を通して取られた授業スタイルにもまた英語

学習のモチベーションをあげる効果がうかがえる。その他にも、このプロジェクトで学んだこと

を振り返りながら多くの学生が「英語で何かを説明すること」、「共同作業をすること」に対して

ポジティブな意見を寄せていた。

しかし一方で、「ローカルな場所を知ること」および「ビデオを作成すること」自体にはあまり

言及されておらず、相対的にこれらが効果的学習のための要素とは認識されていなかったように

思われる。今後はビデオ制作に際しての授業構成を再検討しながら学生がよりローカルに目を向

けるような授業(e.g.,中津川,2014)を設計・実施していく必要がある。

あくまでもローカルに目を向け

させる手段としての動画制作で

あったが、このタスクがあまり好

きではないという学生が多かった

（図6）。これは、動画制作を通じ

た英語学習に不慣れであったこと

によると思われるが、一方で実際

にやってみると面白かったという

意見も散見された。実際、今後こ

のようなものを作りたいかという

問いに対して肯定的な回答をする

学生も多かった（図7）。
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以上から、学生は教室内でのグループワークは勿論のこと、教室外でもディスカッションをす

る授業形式には概ね満足をしていることがわかる。学生同士のディカッションにおいても社会的

プレゼンスが多く観察されたことから、教室外での共同学習もLMSを利用することで可能である

ことが明確となった。また、アンケートから、ビデオ制作に向けて意見交換をしながら行う英語

学習に今後も参加したいという学生が多いことも分かった。

V.まとめに

本稿では学生たちのディスカッションログをもとに、BLのアプローチを導入した本プロジェ

クトにおけるCoIの実現を分析した。また、ビデオ作成に対する授業アンケートの結果を報告し

た。前述の通り、学生が教室内と同様にLMS上でも英語によるグループディスカッションを展開

する様子を観察したことで、LMSを導入するBLのアプローチがCoIを促進しうることがわかった。

しかし同時にGarrisonandVaughan（2008）が述べているように、学生たちの主体性を重視す

ればするほど、教育プレゼンスを発揮するのが難しくなるということがわかった。どこまで教員

がディスカッションに介入し、その議論をリードするのかを模索することが今後の課題だと言え

よう。また自立した学習者を今後育てていくためには、教員に代わり学生たちがその役割を果た

すための仕掛けづくりも重要な課題となる。しかしながら、LMS上での教室外であるにもかかわ

らず積極的なディスカッションが観察されたことからは、BLが学習者の意欲を高めていたこと

が分かるであろう。

本研究はそれぞれの発話をトピックに分け、その変数を統計的に分析したものではないし、学

生の意見を事後インタビュー等によって深く理解するような質的分析もできていない。今後はこ

のようなデータをより多く含めて、さらに分析を進める必要がある。これにより、さらにBLの学

習者に対する効果やモチベーションについて明らかにできることが期待される。

しかしながら、「デジタル教科書」の位置付けに関する検討会議中間まとめ(文部科学省,2016,

p.2).などで述べているように、今後の教育においては、「①アクティブ・ラーニングの視点に立っ

た深い学び、対話的な学び、主体的な学びの実現、②個々の能力や特性に応じた学びの実現、③

離島や過疎地等の地理的環境に左右されない教育の質の確保に大きく貢献すること等が期待」さ

れている。これに対して、LMSやオンラインメディアを使用した学習法や整備が中等教育におい
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ても必要不可欠なものとなることは確かである。まずは高等教育が率先して、正しく、かつ、実

現可能な実践を踏まえて鑑みていく必要があるであろう。
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1㈱朝日ネットが開発したLMSであり、本学では2016年度より全学導入をした。
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